
このマニュアルの見方  

【1】構 成   

Ⅰ 基本編  
福祉のまちづくり条例全体に流れる、高齢者・障害者に対する配慮の考え方や、設計のポイントとな  

る基準値等について解説しています。   

Ⅱ 建物編  
高齢者や障害者に配慮した、建物の内外の設計について、条例の規定に従い、害試しています。   

Ⅲ 特定施設編  
高齢者や障害者に配慮した、歩道や公園等の設計について、条例の規定に従い、筈諾しています。   

Ⅳ 共通事項   

Ⅴ 参考資料  

Ⅱ～Ⅳ編の申でその施設に適用される部分についてチェックする  

〇義務基準  

△努力基準  
＝参考基準  

条例に決められた  

基準等を表す  

l  

【3】表 記  

内部の広さ及び出入  

口の有効間口寸法  
は左図の通りとする  

このアプローチの場合、座り心地が  

不安定であることと、下着を全部脱  
がないと使用しづらいので、公共ト  参考となるコメン  

＋‡  イレとしては好ましくない。   


